
　　    我が西地区では、小学校が無くなり地域が大きく変貌します。それに加え、最大の難

       ている現在の４校のうち、十文字第一小学校、植田小学校、睦合小学校の跡地利用につ

    　生活を送れることを願っております。 　

          さて、今話題となっているのは、令和３年４月「十文字小学校」として統合を予定し         　　

       いてであります。市ではサウンディング型市場調査（施設の利活用方法等について、地

       域の皆様や民間事業者の皆様に広く事業提案を求める手法）を西地区館で２回実施しま

 　   問である「少子高齢化、人口減少、空き家」等は益々増加しています。こういう状況を

       した。今後、意見や事業提案に基づいて話し合いが進められていくと思われます。

　    鑑み、地域の活性化と住民の危機意識の向上を願い、明るい地域づくりの一役を担うの

       区交流センターについての御理解と御協力、宜しくお願いします。

　    が地区交流センターの役割かと思います。今後とも、新しい時代に対応する十文字西地

    　お過ごしでしょうか。 　

　  　秋から冬への季節の変化に伴い、コロナウイルス感染者が東京含む大都会と北海道中

    　た「安心安全な生活」を心がけ、地区民全員がコロナウイルスに負けず、楽しい日々の

　 　心に全国的に増加傾向にあります。「マスクの着用」と「新しい生活様式」を基本にし

新しい時代へ対応する地区交流センター

        　厳しい寒さと空気の乾燥が甚だしい季節になりましたが、十文字西地区の皆様、如何

　　　　　　　　　　　　　　　公民館長（兼）センター長　　近　孝夫

●地域の元気人！　趣味やスポーツ等で元気に活動している方を紹介‼

～ 偉人の言葉に学ぼう ～ 「心にひびく『論語』」より

子曰く（しいわく）、君子は諸れ（これ）を己に求む。小人は諸れ（これ）を人に求む。
「できた人物というのは、何事にも責任を自分に求める。

ちっぽけな人物は、すぐ責任を他人に押しつけるものだ。」
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毎月２回、公民館で教室を開いています。

皆さんもご一緒にやってみませんか。

見学も歓迎します！



★消防署南分署の火災予防講話と消火器の使用体験の様子　　

　

　●安心安全教室を開催しました‼　　　10/25（日）9：30～12:00　西地区館

　　　★市の長瀬危機管理課長による防災講話の様子　　　　　　★様々な防災用品を確認

　自助（自分の身は自分で守る）を
　　　　日ごろから心掛けましょう！

十文字西地区交流センター運営協議会

「地域の安心安全への思い」

班長（植田） 柴田修身

日ごろから、十文字西地区の皆

様には十文字西地区交流センター

運営協議会の主催事業にご理解

とご協力をいただき、心から感謝

を申し上げます。

安心安全教室は、私たちが日々の生活を営

んでいく上で身近に潜む小さな危険や不安全の

芽を早目に摘んでしまう「備えあれば憂いなし」

を目的としています。救命救急装置（ＡＥＤ）の操

作法や交通安全教室の開催等、知識と体験を共

有することでいつでも直に初期対応が出来るよう

になることが期待できます。

今年の安心安全教室は、コロナ禍による３密を

避けることを優先した結果、事業を減らさざるを得

ませんでした。 ワクチンが期待される来年度は、

より充実した内容で計画したいものです。

「交流センター事業で幸せ探しを」

班長（睦合） 松野利喜男

先日の安心安全教室では、21名
の参加者が講義や消火器使用体験

を熱心に研修しました。どれも役立

つ情報であり、使用に当たってはい

ざという場合冷静に対処できるレベ

ルまで到達したように感じました。「目・耳・体」の

三位一体研修でした。今後もこのような研修の機

会には積極的にご参加願いたいと強く思いました。

ところで、地域住民で支える運営協議会活動は

全県においても評価されつつあります。これはひ

とえに住民が一体となった結果だと思います。今

後もこの誇りと宝を強化し、「地域の元気」につな

げたいものです。

ある歌手が歌っておりました。「幸せは歩いて

来ない、だ～から歩いて行くんだよ♪」地域の皆

様も事業に参加し、幸せ探しをいたしましょう！

安心安全班コーナー



日ごろから交通安全を心がけましょう　!!
　　　　　　　　※一部、増田地区交通安全協会配布資料から抜粋

　

～ 体温計の貸し出しについて ～
近館長から交流センター運営協議会に非接

触式体温計２本が寄贈されました。各事業で

使用するほか、地域の皆さんへ貸し出しでき

ますので、ご希望の場合

担当までご連絡ください。

●連絡先

☎４４ー３１００

（担当：吉村）

師走を迎え、コロナ禍とは言え

忘年会等で飲酒の機会が増える時

期ですね。飲酒運転は交通事故に

もつながり、運転者本人と同乗者、

酒類・車両提供者に高額な罰金や

免許の取り消し等の厳罰が課せら

れます。「飲んだら乗らない！」

と運転者自身が強い意思を持ち、

周りの人も絶対させない配慮をし

ましょう。

夕暮れ時や夜間は、車から歩行

者や自転車が見落とされやすく、

事故の危険も増します。運転者の

目に留まるよう自転車は早めに点

灯し、反射材やＬＥＤライトをカ

バン等の持ち物や服装に付けて行

動するよう心がけましょう。

早めにタイヤ交換を済ませ

安心して冬を迎えましょう。

交通安全について

注意すべきことは多

くあると思いますが

歩行者ファーストで

考え、特に子どもや

高齢者へ配慮しなが

ら余裕を持った運転

を心がけましょう。



　　　　　　　　　　　　　　●９／２（水）　ふれあいサロン　十文字西公民館　研修室にて
　　　　　　　　　　※新型コロナウィルスの影響で開催が遅れ、今年度初めての事業でした。

　　健康講話・脳トレ・厄除け話・体操等で久しぶりに地域の皆さんと笑顔で交流できました ！

　●１０／１１（日）　交流センターまつり　　　西地区館　多目的ホールにて

　実感しました。今年度も女性講座でごてんまり作りを行う予定です。一緒にやってみませんか！

　　今年も全国からの素晴らしい作品が飾られ、技術の高さを

　規模を縮小しましたが、歌で心癒され、体操でリフレッシュできて楽しかったと好評でした！

　●１０／１８（日）　全国ごてんまりコンクール見学会　由利本荘市　鶴舞会館にて

事業報告


